
民
安
四
年
正
且
抗
日
夜
し
た
。
手
年
七
オ
抗
。
法
話

一

ナ
ル
セ
ナ
リ
ナ
ホ

成抑制
生
直

左

京
・市
正
と
桝

一
六
・
内
訳

-m正
。
点
平
三
年
矢
内
抑
制
助
治
胤
の
肥
分

E
m
M
院

天

宅

源

民

民

士

。

一

し

た

。

八

郎

左

衛

門

話

政

の

嫡

子
。
二
千
抗
百
石
を

一
知
千
石
を
受
け
、
卒
保
三
年
三
百
石
を
加
へ
、
九
年

ナ
リ
主
主
ツ
マ
ザ
オ
ポ
エ
ガ
キ
成
田
三
政
間四番

一
領
し、

資
永
三
年
五
月
奥
御
奏
者
帯
を
命
ぜ
ら
れ
、

一
一父}九
百
石
を
増
し
て
人
持
組
に
列
し
、
守
枇
裕
行

・

4
ナ
リ
タ
カ
キ
成
問
家
担
。

一
正
徳
抗
年
間
担
し
た
o

一
公
邸
必
滋
行
に
Mm
任
L
、
十
入
年
J
1

二
月
一
一
一
日
六
十

ナ
リ
生
ヤ
ゴ
へ
ヱ

成
田
摘
亙
兵
衛

父

は
揃
兵

一

ナ
ル
セ
マ
サ
ア
ツ

成
瀬
正
教

泌
桝
鍋
苦

・
段

一
七
銭
脅
以
て
別
問
。
こ
の
也
知
の
巾
千
石
は
宗
家
成
制

術
o
三
政
の
弟
。
初
め
父
と
共
に
加
腕
剛
山
附
に
仕
へ
、
一
物
・
宅
税
。
文
化
元
年
幼
少
で
副
交
友
延
納
総
の
泊

一
括
廷
に
返
し
、
入
百
石
そ
召
上
げ
、
別
に
子
平
兵
術

開拍永
十
一

年
忠
慌
の
除
封
後
前
川
利
治
に
仕

へ
て
、

一
知
三
の
一
奇
襲

g
、十
年
本
知
二
千
抗
菌
刊
に
復
L
、
一
日
努
に
=
一
一
白
石
を
純
せ
ら
れ
た
。

一
泊
百
石
を
賜
は
っ
た
。
十
九
年
利
院
の
女
出
掛
が
入

一
文
政
二
年
定
火
消
、
九
年
公
邸
梨
容
行
、
天
保
元
年

一

ナ
ル
セ
マ
サ
ヒ
ロ

成
潮
蛍
底

辺
抑
制
抑
三
郎
・伊

保
宮
担
忠
親
王
の
妃
に
立
て
ら
れ
た
後
、
胸
五
兵
衛

一
御
叙
用
お
奉
行
、
主
年
公
郁
山
お
奉
行
、
七
年
寺
世
間
硝

一
線
。

内
滅
助
お
般
の
子
。
亭
保
九
年
七
月
新
知
千
石

肢
障
と
し
て
誌
は
さ
れ
、
見
文
二
年
そ
の
逝
去
に
泣

一
行
に
隠
任
L
、
後
御
近
習
御
用
と
な
っ
た
。

一
を
受
け
、
同
年
八

n若
年
寄
に
任
じ
、
十
年
正
且
十

う
て
滞
に
錦
り
、
先
弓
顕
に
任
ぜ
ら
れ
た
。
そ
の
夜

一

ナ
ル
セ
マ
サ
オ
キ
成
澱
蛍
奥

羽
構
内
右
衛
門。

一
九
日
突
に
先
だ
っ
て
四
十
一

族
を
以
て
復
し
た
。

年
は
詳
か
で
な
い
が
、
子
孫
相
傍
へ
、
末
商
勘
左
衛

一
茜一
1
左
衛
門
吉
安
の
次
子
。
交
の
配
分
知
流
百
石
を

一

ナ
ル
セ
マ
サ
モ
ト

成
瀬
官
職
逝
群
点
苦

・
内

門
悶
玄
の
時
寛
政
主
年
断
絶
L
た
o

一
受
け
、
元
総
十
一

年
御
馬
廻
役
、
十
凶
年
御
先
間
到

一
政
助
・帰
郷
。
字
は
子
典
、
迂

m
-附
苫

・
柴
山
等
と

ナ
リ
タ
ヨ
リ
ハ
ル

成
田
図
玄

辺
都
左
兵
衡
・勘
一
に
任
ぜ
ら
れ
、
白
永
元
年
裂
し
た
。
本
系
は
惜
興
か

一
蹴
し
た
o
文
化
十
三
年
父
内
四
日
助
治
殺
の
也
知
入
千

左
術
門
。
成
問
三
郎
左
衛
門
加
除
の
次
男
。
究
明
一
一

一
ら
四
代
九
郎
太
郎
正
名
の
昨
、
天
明
二
年
枇
心
L
て

一
石
宇
一鎚
ぎ
、
イ
四
年
定
火
消
、
文
政
八
年
公
郁
場
器

年
也
知
四
百
石
を
制
約
し
、
大
小
将
組
に
班
L
、
公

一
知
行
常
召
政
さ
れ
、
二
十
人
扶
持
止
似
う
て
御
間
以
と

一
仔
そ
終
て
、九
年
御
家
老
鎌
御
勝
手
方
陀
任
じ
た
が
、

都
揚
械
自
に
任
ぜ
ら
れ
た
が
、
見
放
筑
年
十
二
且
一

一
な
り
、
逢
に
断
絶
L
た
。

一
寺
山
政
人
の
所
設
に
佼
L
、
服
執
政
に
反
抗
し
た
る

矧
預
と
な
り
、
笠
六
年
七
月
十
八
日
公

m拐
入
牢
を

一

ナ
ル
セ
マ
サ
生
カ

成
潮
位
隆

泊
都
伊
織
・内
縦

一
世
以
て
、
天
保
七
年
九
月
そ
の
臓
を
組
め
ら
れ
、
臨

命
ぜ
ら
れ
、
同
年
十

一
月
獄
中
に
死
し
て
家
断
縦
し

一
助
。
点
苧
三
年
矢
内
政
助
治
胤
の
辺
知
の
巾
七
千
石

一
郎
元
年
六
月
七
十
四
段
脅
以
て
裂
し
た
。
判
的
職
仰
を

た。

一
世
-
受
け
、
定
火
刑
・
天
徳
院
火
消
・
若
年
計
・御
家
老

一
作
。
、
附
竹
影
間
き
、
迂
府
時
鋭
の
お
が
あ
る
。

ナ
リ
マ
ル

成
九

J
ナ

リ

成
。

一
に
隠
任

L
、
平
保
十

一
年
四
且
什
抗
日
七
十
三
段
そ

一

ナ
ル
セ
マ
サ
ヤ
ス

成
瀬
営
昆

沼
椛
常
計
・内
縦

ナ
ル
セ
コ
ハ
チ
ロ
ウ
成
瀬
小
八
郎

制

御
役
の
一
以
て
裂
L
た。

一
助
。
鈍
川
町
三
年
矢
内
磁
助
白
延
の
川
副
知
八
百
石
を
刷
出

時
設
が
箪
に
伴
は
れ
て
来
朝
し
、
前
出
利
長
に
召
出

一

ナ
ル
セ
マ
サ
h
F
ネ

成

瀬
営
胤

内
-M
助
と
都
L
、
一
ぎ
、
一
五
年
定
火
消
に
任
じ
、
明
利
八
年
御
苑
、
天
明

さ
れ
て
扶
持
を
賜
は
っ
た
。
小
八
郎
の
夜
後
そ
の
子

一
吉
政
の
鏑
男
。
前
問
綱
紀
に
付
へ
て
市
保
元
年
本
融

一
三
年
五
且
什
九
日
夜

L
た。

勘
右
衛
門
相
約
し
、
寛
永
十
六
年
夜
。
そ
の
子
勘
助

一
入
千
石
山
町
嬰
ぎ
、
人
持
組
に
列
し
、
政
支
元
年
火
刑

一

ナ
ル
セ
マ
ザ
ヨ
シ
成
瀬
曽
義

遇
税
十
次
郎
・内

は
成
升
軍
兵
衛
勝
光
の
益
子
と
な
り
、
春
凹
細
工
の
一
役
と
な
り
、
点
亭
三
年
七
且
波
し
た
。
出
胤
は
班
仙
の

一
政
助
。
天
明
=一
年
養
父
内
政
助
常
箆
の
也
知
八
千
石

工
人
と
な
っ
た
。

一
火
消
役
の
始
で
あ
る
。

一
奇
襲
ぎ
、
四
年
定
火
消
、
江
政
四
年
円
一
校
火
納
、
文

ナ
ル
セ
生
ネ
ノ
リ
成
瀬
積
徳

沼
栴
吉
之
助・
歎
一

ナ
ル
セ
マ
サ
ノ
プ

成
瀬
出
国
延

沼
桝
符
三
郎
・
内

一
化
八
年
寺
社
奉
行
に
任
じ
、
十
一
一年
J
t
一
且
三
十
日

物
・左
京
・左
近
。
初

m
E
R川
。
明
和
況
年
矢
叫
版
物
正
一
磁
助
。
父
は
伊
織
沿
版
。
苧
保
」l
一
年
組
矢
内
抑制
助

一
抗
十

一
践
を
以
て
波

L
た。

聞
の
辿
知
二
千
五
百
石
を
州
出
ぎ
、
斑
政
=
一年
公
郁
溺
一

日
院
の
七
千
石
を
製
ぎ
、
十
九
年
以
災
関
正
常
妓
の
一

ナ
ル
セ
マ
サ
井

成
瀬
正
居

泊

m
tu投
。

人
持

潜
行
、
四
年
御
釘
用
説
明中行
、
八
年
前

mmm間御郎副
一
千
石
を
併
せ
、
定
火
消
に
任
じ
、
貸
出
川
三
年
三

H
H
一
一組
に
印刷
L
、
線
二
千
抗
百
石
。
明
治
二
年
金
抑
掛
川械

屋
付
を
終
て
、
平
和
=
一
年
若
年
併
に
任
ぜ
ら
れ
、
文
一

一
一日=一
十

一
践
を
以
て
波
し
た
。

一
少

B
mに
任
じ
、
七
年
石
川
鯨
出

H
と
な
っ
て
mm
務

化
元
年
正
且
十
六
日
四
十
四
段
を
以
て
奴
し
た
。

テ
ル
セ
マ
サ
ヒ
デ

成
瀬
岱
民

泊
桝
左
門

・
文

一
宮
軟
都
L
、
十
抗
年
白
山
比
時
制
枇
の
耐
宜
宇
俗
ぜ

ナ
ル
ハ
ノ
タ
キ
鳴
者
漉
読
曲
安
宅
に
日
樫
介

が
義
経
過
関
の
後
追
う
て
之
に
及
び
、
詔
一
泌
を
聞
い

て
前
途
の
平
安
を
副
し
た
と
こ
ろ
、
緋
阿
国
は
立
っ
て

舞
ひ
、『
咽
る
は
翻
の
水
、
日
は
照
る
と
も
、
絶
え
ず

怒
た
り
。
』
と世間
号
た
と
い
ひ
、
地
方
人
は
そ
の
辿
跡

喝
者
の
前
お
る
こ
と
中
一白
信

L
て
ゐ
る
。
魁
殺
到
三

州
芯
に
は
北
附
巡
校
矩
を
引
い
て
、
金
抑
春
日
祉
に

在
る
小
前
を
そ
れ
だ
と
お
い
て
府
h
、
春
日
枇
は
河

北
籾
山
上
村
に
図
す
る
・も
の
で
、
問
祉
の
同
絡
に
も

ら
れ
、
{呂
需
を
愉
け
て
白
山
訓
枇
献
詠
集
や
・
編
L
、

文
総
衆
金
忽
制
枇
献
詠
曾
を
起
し
、
三
十
一
カ
年
十
月

四
日
七
十
拡
故
を
以
て
波
し
た
。
正
問
は
訟
抑
制
と
慨

し
、
夙
に
舷
祭
そ

m中
間
柄
之
に
首
ひ
、
富市制川田
・歌

川出
回
軍
部
初
等
の
諾
が
あ
っ
た
。

ナ
ル
セ
ヨ
シ
マ
ザ

成
瀬
吉
政

叉古田
正
に
作
る
。

内
磁
助
と
総

L
、
吉
右
衛
門

一
知
の
三
男
と
し
て
泡

江
部
松
に
生
ま
れ
た
。
六
践
の
附
母
を
失
ひ
、
家
肢

の
侍
女
に
育
て
ら
れ
、
和
長
じ
て
家
肢
に
仕

へ
て
侍

臣
と
な
っ
た
が
、
十
七
哉
の
時
人
と
悶
守
し
て
之
を

殺
害
逃
亡
し
、
後
設
野
幸
長

小
早
川
努
秋
に
仕

へ
、

札町長
十
年
前
閉
利
長
に
殺
し
て
四
千
石
を
腸
は
り
、

持
い
で
二
千
石
を
加

へ
、
大
坂
役
に
出
陣
し
功
を
立

て
L

二
千
石
を
加
賜
せ
ら
れ
、
後
叉
三
千
石
を
唱
し

て
謀
計
一
万
千
石
と
な
り
、人
持
組
聞
に
怨
げ
ら
れ
、

家
老
役
と
な
り
、
疋
保
一川
年
七
月
三
日
裂
し
た
。
設

句、
L
r
r
、。

フ
-
-一ノ
ナ
ル
セ
ヨ
シ
ヤ
ス

成
瀬
吉
安

辺
都
市
正
・苗
到

左
衛
門
。
古
田
政
の
一
一
男
。
疋
保
元
年
交
の
本
勝
一
一
一
千

石
荷
明
い
て
協
は
り
、
別
に
家
を
興
し
て
人
持
組
に

列
し
た
。
寛
文
九
年
間
問
。

ナ
ル
タ
ニ

鴎

谷

能

楽
郡
賂
添
の
部
古
川
附
近
で

尾
添
川
に
注
ぐ
目
附
谷
の

上
流
な
る
一
支
渓
で
あ

る
。

ナ
リ
l
ナ
ル

.昌司，、

O 


